学習指導資料：「ネット社会の歩き方：レッスンキット」

「６８．タブレットやスマートフォンってどんなもの？」

１．指導対象

　　幼稚園・保育園・認定こども園
２．背景
　近年、タブレットやスマートフォン等のICT機器利用の低年齢化が進み、約20%の0歳児が毎日何かしらのICT機器を利用していることが明らかにされている（内閣府　2017）。今後も、幼児のICT機器利用が広がっていくと考えられるため、幼児期からICT機器に関する指導の実施を検討する必要がある。
ここでは、その第一歩として、幼児にスマートフォンやタブレット等の端末がどのような物であるのか、気を付けなければならないことは何かを考えさせる。
様々な報告書からも分かるように、幼児は、主にゲームや動画視聴のためにICT機器を利用している。しかし、スマートフォンやタブレット端末は、電話、メール、ゲーム、動画視聴といった代表的な機能以外にも、GPS機能を救助に活用したり、効果的な学習ツールなどとしても使用したりすることができる多機能型携帯端末である。多機能であるがゆえに、使用の際には様々な注意事項がある。それらの機能や注意事項を、アニメーションを見ながら知り、皆で考える展開となっている。
幼児対象の情報モラル教育は、保育の中でタブレット等を使用する機会を活用したり、クイズ形式にして様々なICT機器を子どもたちに提示したりするなど、他の保育活動と同様に、日々の保育の中で保育者の豊かな発想のもと、自然な形で導入されることを期待する。

また、アニメーションの展開の中では、子どもたちのICT機器利用の実態に応じて、保育者が補足したり、分かりやすい言葉に言い換えをしたりしながら活用していただけることを望む。
３．目標

①タブレットやスマートフォンで出来ることを知る
②タブレットやスマートフォンを利用する際に気を付けなければならないことを考える
　
４．保育展開例
	活動内容
	保育者の支援

	（1） 導入

○スマートフォンやタブレットで何が出来るのかを考えて、発表する。
（2） 展開

○インターネットやタブレットを使ってデジタル村の子どもたちが何をしているのかを考える。
○スマートフォンやタブレットを使用する際に気を付けなければならないことを考える。
（3） まとめ
○スマートフォンやタブレットで気を付けることを振り返る。
	○自然な形で導入できるように、幼児のICT機器利用実態や興味関心に合わせた導入を行う。（例：本物を見せる　クイズ形式にする　テレビ電話を体験させる等）
○具体的に出てきた機能をまとめた後に、「他にもどんなことができるのか、デジタル村っていう村を見てみようか？」と動画視聴につなげる。
○動画

ふくろう先生の「これは何をしているところか分かるかな？」の問いの度に動画を止めて、子どもたちと一緒に考える。理解が難しい場合には保育者が補足する。
　　　　　
○具体的な注意点を発言させる。
（予想される回答例）
・家族が一緒にいるところで使う
・ゲームのし過ぎに気を付ける
・落としてはいけない
○動画の内容以外にも気を付けることが幼児の発言から出てきた場合には、認めて追加する。

○約束事を覚えやすいように短くまとめて振り返る。（日々の保育の中でも振り返る）


５．おわりに
　幼児のICT機器利用は限定的であるために、深刻な問題が起こり得るということは考えにくいが、よく分からないまま操作を続けて高額な買い物をしてしまったり、勝手に保護者のスマートフォンを持ち出して個人情報が流出したりする事故が起こっている。
保護者が幼児にICT機器を利用させているという実態から、幼児のICT機器利用には、保護者の考え方が大きく反映しているとも言えるため、幼児への指導に併せて、保護者の情報モラルについても改めて見直し改善する必要がある。
６．資料

　●内閣府：低年齢層の子供のインターネット利用環境実態調査
　　https://www8.cao.go.jp/youth/youth-harm/chousa/net-jittai_child.html
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